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　At　many 　hospitals，　basic　inf〔〕rmation 　concemhg 　medicines ，　such 　as 　package　inscrt　ini
’
ormation ，　is　elltered 　inτo　a　database

through 　1he　prescripti（m −ordcring 　system ．　Howevcr ，　up 　till　now 　therc　has　been　llo　hosp【tal　whcre 　lhc　sharing 　and 　
evalualion

of 　mcdical 　 infomlaIめ n （such 　as 　Q ＆ A　repor ！s　and 　prcscription　inquiry　records ）is　conducled 　via 　an 　in−hospital　locai　 aroa

lleIwork 〔LAN ）．　The　impo“ant　points　in　Illaking 　a　system 　for　1his　pu且
’
pose 　ure 　iIlfermation　sharing 　Qn 　Q＆Arcpo 【

−
ts （mainl ＞

，

q… ti・ n・ f・・ m 　phy ・i・i… a・d ・・ rse ・）・ m ・・9　Ph・rm ・d ・t・ a・ w ・11・・ phy ・1・im ・ ・nd … s… m ・ki・呂 ・ d・t・b・・e ・f ・ec ・・ds ・f

prescription　inquiries　fl齟om 　pharmacists【o　doα （，rs　and 　enst ‘ring 　thar　past　reco 置
’ds　may 　be　rapidly 　searched ．

　With　this　hl　mind 、　using 　FileMaker 　Pro 　8．5 〔FilcMaker，　IncJ．　we 　configured 　a　drug　infonmution 　da【とibase 　tha吐is　acccssi −

blc　via 　the　in−hospital　LAN 　and 　provides　medical 　inf⊂）rmatkm 　such 　as 【he　above 、　It　was 　evaluated 　using 　71　quesLionnaire　sur −

・ey　t・・g・ ti・g　20　phy ・i・i跏 ・，23 ・ … e ・，・ ・d　18　ph ・・ma ・i・t・・Th・ ・e ・ulし・ sh ・ w ・d　th ・ 亡 80・091，・f ［he　phy・id・n ・・82・6％ ・f　th・

nurses ．　alld　94．5％ of　thc　pharmacists　considered 　the 　Q ＆ Adata 幡 c　to　be　useful ．　we 　thercf【）rc 　concludc 　that　establishing 　a

system 　such 　as　1his　is　e 「fective　in　enabling 　physicians ，　n しlrses，　and 　pharmacists　to　share 　inf〔，rmanon 　not 　only 　in しhe　phar−

Tluac｝
，　but　also 　in丶vards 　in　rea1 【ime・
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緒 言

　医師 ・看護師
・
薬 剤 師 を 中 心 と す る 医療従事者 か ら の

質疑応答業務 は，医薬品情報 （Drug 　 Jnformation ；以 「，

DI と略 す ）の 業務 に お い て 重要 な 業務 の
一．・つ で あ る、質

疑応 答内容 は 類 似 し た 内 容 で あ る こ と も多 く，人手 した

情撮 を独 自の デ ータ ベ ース に 入力 して 蓄積 し，検索機 能

に よ っ て 必 要 な情報を迅 速 に 知 り得 る こ と は 有用 と
．
考 え

ら れ る．神奈 川 県 警友 会けい ゆ う病院（以 下 ，当院 と略

す ）で は，2005 年 8 月 よ り質疑応答記録 を電 ゴ
・
文書化 し

薬 局 内 で 情 報 を 共 有 して きた ．こ れ まで 添付文苔情報 な

どの 薬剤 に 関 す る 基本情報 は，多 くの 病院 に お い て 処 ん
．

オ
ー・

ダ リ ン グ Lで デ
ー

タ ベ ー
ス 化 され 利用 され て きた，

病院薬剤部 ・薬局内で 質疑応答記録をデ ータ ベ ース 化 L

て い る 報 告
IW ＊

も数多 くあ る．しか し な が ら．医療従

事 者閊で 質疑応答記録 や 疑義照 会 記 録 な どの 医 薬 品 情報

を院内 Local 　Area 　Net 、、
・erk （LAN ＞に よ り共有化 し，運用 ・

評仙 した例 は 過去に み られ な い ．医 師，看護 師 か ら の 質

．疑が
．
大半 で ある 質疑応答記録 を薬剤師間 だけで はな く医

＊
　神 奈 Ili県 横 浜市 西 区 み な とみ ら い 3−7−3 ；3

−7−3、　Minutomirai，　Nishi−ku、　Yokohama −shi ．　Kunagawa ，　220 −852Uapa1 、

＊ ＊

府川 美 沙子，坂 倉 智 子，橋本彰 チ，浜田 幸宏，菅原絵 利，佐 久 問政 彦．松 原 肇，金子 美華，矢後和 丿も 電子 文書 化 ソ フ ト

　 を利用 し た D 【業務 デ ーダベ ー一ス の 構築 ，日 本医 療薬 学 会 年会 講 演 要 旨集 JST ：L4078 　A ，16，528 （2〔〕06）
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師，看護師間 と も情報 を共 有す る こ と，そ して 薬 剤師 か

ら 医師 に 向け た質疑 の
一

つ で あ る 疑義照会記録 を デ
ータ

ベ ー
ス 化 し過 去の 記録 を迅 速 に検索 で き る こ と は，と も

に 重 要な こ と だ と考えられ る．そ こ で 本研 究 で は，こ れ

ま で 当院 で 運用 し て い た DocuWorksTM 　6．0（富士 ゼ ロ ッ ク

ス （株）；以 下，DocuWorks と略す）を用 い た質疑 応答 デ ー

タベ ー
ス の 構築 と ア ン ケ ー

ト結果 をふ まえた うえで，新

た に 質疑 応 答記録 と疑義照 会記 録を電 子化 し た 医薬 品 情

報 デ
ー

タ ベ ー
ス の 構築 を試 み た．そ して ，院 内 LAN に よ

り運 用 し，医師，看護師お よ び薬剤師 に 対 しそ の 有用性

な ど に つ い て ア ン ケート調査 を実施 した の で 報告す る ．

方 法

1． DocuWorksTM を 用 い た質疑応答 デ ‘
タベ ー

ス の 構

築 と ア ン ケ
ート調査

　 1）構築 方法

　2005 年 8 月
．〜2007 年 5 月 まで の 期 問，当院 で は 質疑

応答記録（問い 合 わ せ 記録 ）を DocuWorks に よ り電子文書

化 （DocuWorks 文 壽 ）し 保 存 し て い た．　 Mlcrosoft
’t） Word

（マ イ ク ロ ソ フ ト（株 ）；以 下，Word と略す）に 凵時，質問

者，質問，回答，文献，参考資料，検索 キー
ワ
ードを 人

力 し，DocuWorks を 用 い て DocuWorks 文 書 に 変換 し，

DocuWorks バ イ ン ダ ーを使用 し
．
文書 を 束 ね た 質疑応 答

デ
ー

タベ ース を構築 した．回 答欄 は Word を基 本 フ ォ
ー

マ ッ ト と し た た め ，文 ．書 以 外 に も 画像 を 含 め た web 　 E

か ら の デ
ー

タ を直接添付 し使用 した．情 報 の 検索方法

は，検索 キ
ー

ワ
ードを入力す る こ とで DocuWorks バ イ

ン ダ
ー

内 に あ る 電 子 文 書 の 全 文 ，全 語 検 索 が 実 行 さ れ

る．本 デ
ー

タ ベ ー
ス は Di 室 の パ ソ コ ン に 保存 さ れ て い

る た め，DI デ
ー

タ ベ ー
ス に よ る 検索 は DI 担当者 の み が

行 い 運用 した ．DI の 業務内容 を 明確 に す る た め ，月 に

1回 デ
ータベ ース 内 の 質 疑応 答記録 を 印刷 し

， 他 の 薬剤

師 に 回覧す る こ とで 情報 の 共有化 を図 っ た．DocuWork

バ イ ン ダー
で 束 ね た 質疑応答 記 録 に ペ

ー
ジ 番号 を 割 り振

り，Microg．　oft　Excel  （マ イ ク ロ ソ フ ト（株 ）；以 下 ，
　 Exce 且

と略 す ）で キ ー
ワ
ード，タ イ トル ，ペ ージ番号 を記載 し

た イ ン デ ッ ク ス を 新 た に 作 成 し，100 ペ ージ ご と に イ ン

デ ッ ク ス と 質疑応 答記録 を 組 み 合 わ せ て 印 刷 し た 冊 子

（以 下
．
， 質疑応答記 録集 と略 す）を提供 し た．そ れ に よ

り，DI 担 当者 以 外 の 薬剤師 も紙媒体 に よ る質疑応 答記

録 の 検索 を 行 え る よ うに した ，

　2）ア ン ケ ー
ト調査対象

　今回デ
ー

タ ベ ー
ス を再構築す る た め に，当院薬局 の 薬

剤 師 19 名を 対
．
象 に 2005 年 8 月〜2007 年 5 月 に 医薬 品

情報室 が 受 け た DocuWorks に よ っ て デ
ー

タ ベ ー
ス 化 し

た 質疑応答記録集 （冊子）に 関す る ア ン ケ
ー

ト調査 を実施

した．

2． FileMakerJ” Pro を 用 い た 医 薬品情 報 デ ー
タベ ー

ス

の 構築 とア ン ケ ート調 査

　 D デ ータベ ース シ ス テ ム の 構成（ハ
ー

ドウ ェ ア お よ び

基本 ソ フ トウ ェ ア等）

　本 研 究 で は，質疑応答記 録 と 疑義照 会記録 の 2 種 の

デ ータ ベ ース を構築した ．使用 した サ ーバ ・ハ
ー

ドウ ェ

ア の 主 な仕様は ，2．66GHz の CPU （Pentium 　4），760 　MB

の RAM ，お よ び 200　GB の HDD で あ る ．ソ フ トウ ェ ア

に は FileMake ガ  Pro　8．5（フ ァ イ ル メ ーカ ー
（株）；以 下 ，

FileMakerと略 す）を使用 し，イ ン ス タ ン ト Web 公 開機

能を利用 し，院内 LAN よ り病院内各オ ーダ リ ン グ 端末

（PC
−Ordering 〆AD ，日本 電 気（株））で 使用 で き る 環境 を 構

築 した．Web ブ ラ ウザ に は，　 Internet　Explorer  6，0（マ イ

ク ロ ソ フ ト（株 ））を使用 し た，FiteMakerの イ ン ス タ ン i・

Web 公 開機能 を 使 用 す る に あ た り，管 理 者 用 ア ク セ ス

権，薬剤 師用 ア ク セ ス 権，ゲ ス ト用 ア クセ ス 権 （医 師，

看護師等 の 医療従事者 ）の 3 種 の ア ク セ ス 権 を設定 し，

閲覧 レ ベ ル と 入 カ レ ベ ル を必要 に 応 じ て 定め た （表 1）．

　 2）質疑 応 答 デ
ータベ ース の 構築

　従 来 の DocuWorks を 用 い た 質疑応答 デ
ー

タ ベ ー
ス の

内 容 （2005 年 8 月
〜2007 年 5 月 に 医薬品情報室が 受け た

す べ て の 質疑）は，電子文書 と して 記録 され て い た た め

FileMaker へ す べ て 移行 した ．そ の 後 の 医薬品情報室 が

受 け た す べ て の 質 疑 は，現 在 の FilcMaker を 使 用 し た

デ
ー

タ ベ
ー

ス に 入 力 し た．質疑応 答記録 の 入力 は，DI

担当の 薬剤 師（デ
ータベ ース 管埋 者）の み と し た．検索 初

期 画 面，入 力 詳 細 画 面，質 問 分 類 別 集計 画 面 ，質問者職

表 1．ア クセ ス 権 の 設 定

ア クセ ス 者 ア クセス 分 類 パ ス ワ
ー

ド PG 台数
質疑応 答

データベ ース

疑 義 照 会

データベ ー
ス

Dl担当者 完全ア クセ ス 必 要
　 DI室
サ
ーバ 1台

入 力 ○ 入 力 ○

閲 覧 Q 閲覧 ○

　薬 局

（薬剤師 ）
部 分ア クセ ス

入 力 X 入力 ○
必 要

　　 　薬局 内6台
（今 回 は 4台 で 運 用 ・評価） 閲覧 o 閲 覧 o

　　ゲス ト用

（医師・看護 師等）

閲覧 のみ

アクセス
不 要

　 外 来・病棟270 台

（今回 は3台で 運用
・評価 ）

入 力 X 入 力 X

閲 覧 △ 閲覧 X

△ ：質問者、質問受付 者を非 公 開 に 設 定

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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種別集計 画面，質問者
・
質問項 目

一
覧画面 を 質疑 応答

デ
ー

タ ベ ー
ス の 基本 レ イ ア ウ トと した．検索方法 は

， 検

索初期画面 の キー
ワ
ー

ドの 項 に 検 索 キ ー
ワ
ードを 入力

し，キ ー
ワ
ー

ド欄検索 を実行す る と入力詳細画面 の キー

ワ
ー

ド欄の 入力内容か らの 検索 が行わ れ る 。また
， 全文

検索 を実行す る と入 力詳細画面 の 質問，回 答 ， 解説，キ
ー

ワ
ー

ド欄の すべ て の 入力内容か ら検索 を行 う こ と がで き

状 況 に応 じて 絞 り込み 検索 を可 能 と した ．検索効率 を ヒ

げ る た め ，キ
ー

ワ
ード欄 に類似 の 表現 や 簡略表 現 を入 れ

る こ とで ハ イフ ン 等が な くて も検索 で きる よ うコ1夫 した

（例 ：5−FU 一炉5　FU ，　 TS −1→TS　I）．入 力詳 細 画 面 に お け

る 入 力内容 は，質問 No ，　 H 付，所属，職種，質問者，

質 問 受付 者，回 答者，質 問 分類（用 法 ・用量，薬効 ・薬

理，薬 剤 特 徴 ，薬 物 動 態 ，保 険適応，適応外使 用 ，妊産

婦投 与，貯法 ・安定性 ， 鑑別
・
識別，院内製 剤，薬 効 英

訳，経腸栄養，治療法，配合変化，相互作用，毒性
・
中

毒等，副作 用，腎 不 全 の 投与量，代替薬，TDM ，そ の

他），質問内容 ， 回 答 ， 解説，参 考資料，キ ー
ワ
ー ド，

備考の i4項 目 と した （図 1）．回答の 際 に 参考 に し た資料

や 文献 は ス キ ャ ナ で 取 り込 み portab】e　document　furmat

（PDF ）フ ァ イ ル に し て 保管 し
，

入 力詐細画面 の 参考資料

の 参照 を ク リ ッ ク す る こ と で ，PDF フ ァ イ ル ヘ リ ン ク

さ れ 閲覧で きる よ うに した ．院 内 LAN に て す べ て の ク

ラ イ ア ン トが PDF フ ァ イ ル を 閲 覧 で きる よ うに，　 PDF

フ ァ イ ル を共有 フ ォ ル ダ に 保行：し，fileプ ロ トコ ル と IP

ア ドレ ス を 設定 し た （fite：
’，，’IP ア ドレ ス ／ 共有フ ォ ル ダ

名／PDF フ ァ イ ル 名．pdf）．ま た，入力詳細画 面 上 で 質疑

「勺容 の 分類 や 職種 を人力す る と，質問分類別集計画面，

質問者職種別集計画面 に お い て 集計 され 月別，年別等で

容易 に 質問分類 の 傾向 や 職種別質問者 の 傾向 を把握 で き

る よ うに した ，質問者 ・質問項目
．・
覧画面は ，主 に 入力

詳細画面 を 印刷 した 際 の 目次 に使用 す る た め に 設 け た．

　 3）疑 義 照 会 デ
ー

タベ
ー

ス の 構 築

　疑義照 会記 録 画 面，疑義照 会数集計画 面 の レ イア ウ ト

を作成 した．疑義照会記録画面 に お け る 入力内容 は，照

会 No ，日 付，患 者 ID，患 者氏名，科名，医師名，処 方

番 Fj，記 録 者 ，照 会 分 類 （内 服 ・外 用 薬，注 射 薬 ），照 会

事項 （用法，用 量，重 複投与，投 「∫
．口 数 ，相 互 作 用 ，配

合変化，保険適応，そ の 他），照 会内容，照 会後（変更あ

り，変 更 な L ）．変 更 内 容 の 13項 目 と し た（図 2）．疑 義

照会記録 は，疑 義照 会数集計画面 に お い て 集計 され 月

別，年度 別 で 照会分 類 ，照 会事項 ，照 会後変更率 な どの

傾 向 を 容易 に 把握 で き る よ う に した．
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図 2．疑 義照 会記 録 画面

　4）ア ン ケート調査対
．
象お よ び計 価方法

　 当 院 薬局 の 薬 剤 師 18 名 を対象 に ，2005 年 8 月
〜2008

年 ［月に 医薬晶情報室 が受け た す べ て の 質疑応 答記録，

お よ び 2007 年 10 月 一2008 年 1 月 ま で に 調剤 室，薬 占1
「
r

管理 室が 行 っ た 疑義照 会記録 に 関 し，その 有用性 な ど に

っ い て ア ン ケ ート調査を実施 した ．さ ら に，当院医師 20

名〔内科 系 12 名，外 科系 8 名），看護 師 23 名 を対 象 に

2005 年 8 月 一一　2008 年 1 月 に 医 薬 品 情報室 が 受け た す べ

て の 質疑応答記録 に 関 して も同様に ア ン ケ
ー 1・調 杏 を実

施 した．図 3 に ア ン ケ
ー

ト内容 を示 した．評 価粘果を点

数化す る 場 合
』
に は ，選択 肢 1 を 5 点，2 を 4 ，ll鳥 3 を 3

点，4 を 2 点，5 を 1点 と 設定 した ．職種 間 の 評 価 を 比

較す る 目的 で ，p〈 O、05 を 存意差 あ り と し て ，　 Kruskal −

Wallis検定 を 行 っ た （SPSS
’［t／ 15．　．O　J ；エ ス ・ピー ・エ ス ・

エ ス （株 ）），

士
口条 果

L 　 DocuWorksTM を 用 い た 質疑応答 デ ータ ベ ー
ス の ア

ン ケ
ート結果

　20  5 年 8 月
一・20〔｝7 年 5 月 に 当院医薬 品情 報室 が 受 け

た す べ て の 質疑 の 件数 は 437 件 で あ っ た ．表 2 に 200S

年 8 月 一2007 年 5 月 に 使 用 して い た 質疑 応 答記録 集 に

吋す る 薬 剤 師 の ア ン ケ ート結 果 を不 し た．「と て も 見 や

す い 」が 1L ］％，1見 や す い 」 が 77．8％ で あ り，88．9％

の 人 が 「見 や す い 」 で あ っ た，また，有用性 に つ い て は

「と て も役 に 立 つ 」 が 21．［％，「役 に ttつ 」 が 78．9％ で

あ り，全 員が 有用 で あ る と評価 した．検索能ノ丿とい う点

に お い て は，「検索 しや す い 」36．4％ に 比べ て ，「検索 し

に くい 1 と の 回答 が 63，6％ と 多 い 結果 と な っ た，

2． FileMakeiC’） Pro を 用 い た 医 薬 品 情報デ ータ ベ ー
ス

の 分 析 と ア ン ケ
ート結果

　 D質疑応答デ ータベ ース

　2005 年 8 月 一一・2008 年 1 月 に 医薬 品 情報室 が 受け た す

べ て の 質疑 の 件数 は 605 件で あ っ た．質問分類 の 内訳

は ，「副作 用」が 最 も多 く 11．2％ で あ っ た．以 1  開

法 ・用 量」 IL 【％，「薬 剤特徴」10．1％ と続 い た．質問

者 の 職種 の 内 訳 は ，医師が 最 も多く 3斗．2％ で あ っ た。

以 1・
．
，薬斉「］師 33．6％，看護師21．2％ と続 い た （表 3），

　薬剤師 を対象と した質疑応答 デ ータベ ース に 関 す る ア

ン ケ
ー

ト結 果 を図 4 に 示 し た ．「質疑 を 受 け た 際 に デ
ー

タ ベ ー
ス を利用 し参考に した 」との ［ul 答は 66，7％ で あ っ

た．ま た，院内 LAN に よ り新規の 質疑 も検索 し閲覧 で

き る が i今後 も 月 に 1 同 の 質疑応答 記 録 の 回 覧 冊 子（紙

媒体）も必要で あ る」 との 回答 は 88．9％ を占め た．Docu−

W （｝rks を 用 い た 質疑 応 答 デ
ータベ ー

ス の 際 に 使用 し た

「質疑応 答記録集 と比 較 して 今 回の デ
ー

タ ベ ー
ス の ほ う

が 検索 しや す い 」 との 國答 は 75．0％ で あ っ た．

　医師，看護師，薬剤 flri∫を 対象 と した 質疑応答 デ
ー

ダ ベ ー
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師
，

看誠
師

， 薬剤 師 ） ス に 関するア ン ケ ー ト 結 果を図

ﾉ示した．質疑応答 データベースに対 す る「 操作 性 」，

画 面 の 見 やすさ」， 「 検索速 度」，「検索 頻 度 」，1

用 性」 の 5 項目に関して は同答 を 5 段 階 評価にし て 点 数 化 し平均 f

を 示 し た ．ま た ， Kruskal − Wallls 検定

よ り，職種間による 有意差 検 定を行っ た （ 括弧 内にp値を示した）．「操

性」は ， 医 師3 ． 4 〔〕 点，看讓i 師3 ．29 点，薬剤師3
1 点 （p二〇，702 ），「画面の見 や す さ 」 は，医 師 3．45 点 ，

護師 3 ．38 点，薬 剤師3．17点
（p＝O．556 ）．「検索速

」は， 医 師3．30 点， 看護師350 点 ， 薬 剤師3． 35点
（

  ，659 ），「 検 索 頻 度 」 は，医師2 ． S5 点 ， 看護師2 ． 50

，薬 剤師2．33点
〔p＝0．61D ， 1実 用性 」 は，医師

3
，〔 ）

_ ，看護 師3 ． 23 点 ， 薬 剤師 3 ，06 点 〔 p＝O．

k 〕4 ） ， と い う結果だっ た．「デ ー タ ベー ス を今後 もぜ ひ

い た い 」 と の回 答 は ，医師で は 20 ，0 ％，看 護 師 で

34．8％，薬剤師で は 38．9％ ， 1 できたら 使いたい」 との

答は ，医師では65 ． 0 ％， 看 護師 では 65 ． 2 ％ ， 薬 剤

では 61 ． 1 ％ であ り， 医 師では85 ． 0 ％，看

鄭
而

，薬 斉1 」 師 で は 全 員が今後も データベ ー ス を 使い

い と 考えて い る ことがわか った．また ， 質疑応答記 録の

ー タ ベース化に つ いては ， 1 と て も有用 性が ある1 と の回答は

医 師では 2   ． O％，看護師では 13 ． 0 ％，薬剤師 では1

C7 ％ ，「有用性 があ る」 と の 回答は，医師では 60 ． 0 ％，

護 師で は69 ． 696 ， 薬剤 師 で は 77 ， 8 ％であり，

師 では 80 、0 ％ ，看
護

師 では 82 ． 6％， 薬剤 師

は 94 ． 5 ％ の 者 か ら有 用 であ るとの平価 を 得 るこ

が で
き

た ． 自 由 意 見 と し て ， 医師 で は「 デー タ を 増

す L 「
もっ と 多 く の 場 所 で 見 ら れ る よ うに して欲し

」，看 訟 師で は 「 ど のデータがあ る か わ から な いた め

ま だ 利 用 し づ ら い が 今 後 デ ー タ が増 え て いけ ば 使

て いきた
いと
思う」，薬 剤 師 では 「 問 い 合 わ せ 集 （ 紙媒 体 ） で

探 そう と い う気
に な ら なかっ た がパソ コ ンに な っ て

く 使うよ う に な っ た」 ， 「

【1L自：中 ，医
師

か ら の
問

合わせに使 用
し

たこ と
も あ り回 答スピードが Eが って仕事の効

化 に繋 がっ たと 思 う 1など
の

同 答 が
得 ら れ た．

2 ） 疑義照 会デ ー タベース 　 疑 義 照会 デ ータベースを構築 し た 2

k ｝ 7 年 10 月一
2008 年 1 月 までを 調査期問とし

，

ータベー ス 内 の分析をし た 結 果 ，調査期間 ［ II の奈処

せん枚 数 は135 ．　S44 枚 であ り， その う ち内服・外 用薬処方

ん が95216 枚，注 射． 薬 処 方 せんが 40 ． 628 枚

あった． 調 査 期 間 中 の疑義 照 会件数 は 227 件 （疑 義 照

率 〔 ｝ ． 17 ％）であ り ， 前 年の2   06 年 10 月 一

07 年1 月
の
紙 による 疑義照会記録の件数が 201件 で あ った

め，デ ー タ ベー一ス化 により疑義 照 会 記 録 の件数 が 1
） ％ 増加 し た． 照 会分類 による疑義 照 会 率は， 内服・ 外用

が0．1996 ， 注
射薬 が O ．El％であり， 照会後の処方変更率 は 6

D3 ％であっ
た
．照会事項の内 訳は「用量」が最も多く36．1％であった． 以下，「用法」 25．1

， 「投与 ・日 数 」 12 ． 3 ％， 1 その他 」 11 ． 9 ％
，

保 険適 応
14

． 4 　 c ？ ・ 6 ， 　 「 重 辛夏才 殳 一

J − 」 　 3 ． 596 ， 　 「酉己 合 変イ匕」 　 359 も， 　

季日 互作 用 」 3 」 ％ で あっ た．また ， 疑 義 照会デー タ ベ ース
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表 2．DocuWorksTM に よ っ て デ
ー

タベ ー
ス化 し た

　　　質疑 応 答 記 録集 （冊
．
向 に つ い て の 意 識 調査

（n＝19）

質問と回答選択肢 回 答数（％ ）

1．見 や す さにつ いて

とて も見 や す い 2（11．1）
見 や すい 14（77．8）

見 に くい 2（11．1）
とて も見に くい 0（0）

2有 用 性 に つ い て

とて も役 に立 つ 4（21．1）

役 に 立 っ 15（78．9）

役に 立たない 0（0）

全 く役 に 立 たない 0（0）

3．検索経験 の 有無に つ い て

検 索 した ことが ある 11（57．9）
検索したこ とがない 8（42．1＞

4．検索の しや すさにつ いて

とて も検 索しやす い 0（0）

検 索 しや す い 4（36．4＞

検 索しにくい 7（63、6＞
とて も検 索しに くい 0（0）

5．綢剤室・薬品 管理 室に 過去 の 問い 合わ せ記 録 が迅 速 に検 索でき

るパ ソ コ ン が設置された ら使 用 したい か ？

必 ず使 用す る 7（36．8）
使 用 す る 12（63．2）
あまり使 用 しな い 0（0）

使 用 しない 0（0＞

6．データベ ース に 期待す る機 能（自 由意 見 ）

どの パ ソコ ン端 末から誰でも入 力・検 索がで きるとい い

キ
ーワ ードで 検索で きる機能

多くの キーワ ードより検索で きる機能

適 切 なキ
ー

ワ
ー

ド設 定

注 射 薬 の 副 作 用 や 配 合 変 化 等 の 詳 しい 情 報 の 蓄積

参 考 文 献
・
添 付 文 書 等 へ の リン ク機 能

他 施設 へ の デー
タリンク機 能

院 内 イン トラネッ トへ の 接 続

疑 義 照 会 記 録 との 連 動 機 能

ク セ ス で きる よ うに な り，日 々 の 業務 で 繰 り返 し質疑応

答 デ
ー

タ ベ
ー

ス ヘ ア ク セ ス で きる環 境が 構築 で きた．

　薬剤師 を対象 と し た 疑義 照 会デ ータベ ース に 関 す る 評

価 を 図 6 に 示した．疑義照会 デ
ー

タ ベ ー
ス に対す る 「操

作性」，「入力速度」（従来 の 紙媒体 の 記録法 と比較），「入

力頻度」 の 3 項目に 関 して は 回答 を 5 段階評価 に し て 点

数化 し平均値 を示 した．「操作性」 は
，
3．18 点 ， 「入力速

度 」は，2．47 点，「入力頻度」 は，322 点 で あ っ た．「人

力速度」 に 関 して は 以 前 よ りも遅 くな っ た と い う評価 と

な っ た．「過去 の 疑義照会内容 を検索 し た こ とが あ る 」

との 回答 は 55，6％ で あ り，検索 し た 理由 と して は，「他

の 疑義照 会内容 の 記録 を 見 た か っ た 」，「前 回 内容 の 確

認」，「問い 合わ せ に ］ul答す る た め 」 で あ っ た．疑義照会

記 録 の デ
ー

タベ ース 化 に つ い て は，「と て も 有 用 件 が あ

る 」 との ［口i答 が ILI ％，「有用性が あ る」が 50．0％ で あ

り，61．1％ の 薬 剤 師か ら有 用 で あ る と の 評価 を得 る こ と

が で き た．．一方 で，「わ か ら な い 」 「有 用 性 が あ ま り な

い 」との 回 答 は，そ れ ぞ れ 33．3％，5．6％ で あ っ た．

　参考意見 と して ，医師，看護師 に は 現在非公開中で あ

る 疑義 照 会 デ
ー

タ ベ ー
ス の 公 開 に つ い て ア ン ケ ート調 査

した とこ ろ，医師 で は，「ぜ ひ 公 開 して 欲 しい 」が 25．O

％，「で きた ら公開 して 欲 しい 」が 55，0％，「あ ま り公 開

して 欲 し くな い 」 が 15．0％，「公 開 して 欲 し く な い 」 が

5．0％ ，看護師で は ，「ぜ ひ公 開 して 欲 しい 」が 26，1％，

「で きた ら公開 して 欲 しい 」が 56．5％，「あま り公 開 して

欲 し くな い 」が 4．3 ％ ，［公 開 して 欲 し くな い 」が 4．3％，

「無回答」 が 8．7％ とい う結果 とな っ た．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society of Pharmaceutical Health Care and Sciences

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoeutioal 　Health 　Care 　and 　Soienoes

医療薬学 Vol ．3．　4 ，　No ．12（2008 ） 1133

表 3．職 種 分 類 と質問 分類 の 内 訳

職種分類 件数 ％ 質問分類 件数 ％ 質問 分 類 件数 ％

医師 20734 ．2％ 副 作用 6811 、2％ 鑑 別・識別 162 、6覧

薬剤師 20333 ．6％ 用法・用量 6711 ．1％ 腎不全 の 投与 量 162 ．6％

看 護師 12821 ．2％ 薬剤特徴 6110 ．1％ 代 替薬 91 ．5覧

患者 528 ．6％ 治療 法 599 ．8％ 薬物動 態 61 ．0覧

医 事課 50 ．8％ 相 互 作 用 579 ．4％ 経 腸 栄 養 40 ．7％

外部資料 50 ．8％ 薬効・薬理 538 ．8％ TDM 40 フ％

院外薬局 20 ．3％ 貯 法 ・安 定性 498 ．1％ 薬 効 英 訳 30 ．5％

検査 技師 10 ．2％ 配 合変 化 43 フ、偶 院 内 製 剤 10 ．2％

ソ
ー

シャ ル

ワ
ー

カ
ー 10 ．2覧 保険 適応 274 ．5％ 毒性・中毒等 10 ．2％

学 生 10 ．2％ 適応 外 使用 223 ．6％ そ の ぜ 193 ．1％

妊 産婦 投与 203 ．3％

合計 605100 ．0％ 合計 605100 ．o％

＊
そ の 他 の 質問 内容

・ホル マ リン 液 を こ ぼ した際の 処理 方法
・経 過 措置 の 終了 日

・
メ
ーカー自主 回収 の 詳 細情 報

・キ シ リ トール の 血 糖値 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て

・
食品 中の プ リン 体 含 有 量 に つ い て

・各 社 の 血 糖 測 定器 の 性 能比 較

・PVC フ リ
ー

の 輸 液 セ ッ ト を使 用 す る 薬 剤 の
一覧 　 　等

回答 す る 際 に デ
ー

タ ベ ー
ス を

利 用 し参 考 に し た こ とは あ り

ま す か ？

33 ．

（6

口 あ る

園 ない

6，7％
2 名）

今後 も 月 1 回 の 質 疑 応 答 記

録 の 回 覧 冊 子 （紙 媒体）は 必 要

で す か ？

　 　11A ％

口 必 要 で あ る

鬮 必 要 な い

以 前の イ ン デ ッ クス 付 き問 い 合 わせ

記録 （冊 子 ）と比 較 して 今 回 の デ ータ

ベ ー
ス は検索 しや す い で す か ？

　　 　 　　 6．3％

　　
　　 名18．

（3

口 検 索 しや す い

圏 変 わ らな い

■ 検 索 しに くい

図 4．質疑 応 答 デ
ー

タ ベ ー
ス の 評 価〔調 査 対 象 ：薬 剤師 18 名）

　　　ア ン ケ
ー

ト項 冖（1）
．
沃 3）

考 察

　DocuWorks を 用 い た質疑 応答 デ ータ ベ
ー

ス の 構築 と

ア ン ケ ート調査 を 行 っ た結果，長所 と し て は ，基本 の

フ ォ
ー

マ ッ トが Word 文書 で あ る た め に 画像 や テ キ ス ト

の デ
ー

タ 移行 が 容易で あ る こ と が 挙 げ ら れ た．また ，質

疑応答 記 録集（冊 子 ）に よ り DI 室 以外 の 場 所 で も記 録 内

容の 検索 や 閲覧が 口∫能 とな っ た．イ ン デ ッ ク ス が付 い て

お り項 目 別 に 質疑内容 を記 載 して あ る 質疑応答記録集が

「見 や す い 」 とい う意見 は約 9割 に 達 して お り，全員が

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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実用性

医 師 3．00
看 護 師 3．23
薬剤 師 3．06

　 医 師

　看 護 師

　薬 剤 師 2 ．33

検索頻度

操 作性

医 師 3．40
看 護 師 3．29
薬剤師 3．11

87

薬 剤 師 3．35

検索速度

　 　 　 医 師 n＝20
−・ttt−・t・tt．一看護師 n ＝ 23
− ．一・

薬剤 師 n＝18

回答率 （％ ） デー
タ ベ ース を 今 後 も使 い た い ？

　 100％

80％

60％

40％

20 覧

O％

医 師 看 護 師 薬剤 師

■ 使 い たくない

匚］で きたら使 い たい

□ ぜ ひ 使 い たい

回答 學 C％ ） 質疑 応 答記録の デ
ー

タ ベ ー
ス 化 に つ い て

　 100 ％

80％

60％

40 ％

20％

0旡

　2ご

難 蚕
0． 4

12 16

1こ0

14

34
3

医師

圜 わか らない

■ 有 用性 が ない

SU 有用 性 があまりな い

囗 有 用性 がある

ロ とても有 用性 が ある

看護師 　　 薬剤 師

図 5．質疑 応 答 デ ータベ ース の 評価 （調 査 対
．
象 ：医師 20 名（内 科系 12 名外科系 8 名）

　　　ア ン ケ
ー

ト項 目 （4｝
一
（LO

看護 師 23 名　薬剤 師 18 名）

過去の 疑義照 会内容 を検索 した こ と が あ る か ？

操 作 性

入 力頻 度 入 力速 度

44．4％

（8名 ）

・問 い 合わ せ に 回 答するため

疑 義照会記録の デー
タ ベ ー

ス 化 に つ い て

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 11．1％
　　　　　　　　　　（2名）

333 ％

（6名

O％

囗 とて も有 用 性 が ある

□ 有用性が ある

國 有用 性が あ まりな い

圏 有用 性 が な い

■ わからない

00 ％

（ 名 ）

図 6．疑義照 会デ
ー

タベ ー
スの 評価 〔調 査対 象

　　 　ア ン ケ ー
ト項 冂 〔12）一（16）

薬 斉1拍巾　18名）

有用 で あ る と 回答を した．　
一．
方，短所 と し て は，Docu −

Works の 機能上 ，分 類 別 ，職種別の 集計 な ど を と る こ と

が 困難で あ り，保存 さ れ た 質疑応答記録 に 対 して 全文，

全 語検索 を行 うた め，検索時間 が か か る こ と が 問題点で

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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あ っ た．ま た ，院内 LAN に よ る 公 開 機能 を も た ず DI

室の パ ソ コ ン の み で 使用 可 能なた め
， 他 の 医療従事者 と

の 情報 の 共有化を図 る こ とは で きな か っ た．質疑応答記

録集 は ，聖本に 時間 を 要す る うえ 「検索 し に くい 」 との

回答 が 63．6％ と
L
卜数 を 超 え，検索 の 面で は 有用性 は 高

くな か っ た．ま た，薬剤 師全 員 が 「質疑 応 答記賦 が 迅 速

に 検索 で き る パ ソ コ ン が 設置 され た ら使 用 した い 」と

思 っ て お り，従来 の DocuWorks で の 運 用 で は 難 し い こ

と が 明 ら か に な っ た．以 上 の 1，iF果 を ふ ま え．　 FileMaker

を用 い た 医薬 品 情報 デ
ー

タベ
ー

ス の 構譜を行 っ た．

　質 疑 応 答 データ ベ ース に お け る 質疑 件数 は ，年 間 250

件弱 で あ り月平均 20 件弱で あ っ た．質問分類 に よ る 質

問 件数 に は ，大 きな差 は なか っ た．通常，「配合変化」

や 「鑑 別
・識 別 」 寸

の 質問 が 多 い こ とが 予 想 さ れ る が ，

当院 で は，比較 的 回 答 が 容 易 で あ る 「配合変化」， 「艦

別 ・祓別」告 の 貝 疑は各 々 の 薬剤師が回 合 に あ た っ て い

る た め ，DI 担当者に よ る質疑件数 に 含 ま れ なか っ た．

　薬剤師 の み を対
．
象 と した 質疑応答 デ

ー
タ ベ ース に 関す

る ア ン ケ
ート調査で は，「質疑応答 。己録集 と比 較 し て ，

今回 の デ
ー

タ ベ ース の 方が 検 索 しや す い 」 との 回答 は，

75．0％ と 高い 評仙 を得 た，こ れ は ，1 冊 の 紙媒体の 刪
．r一

で は 限 ら れ た場所 で 1 人 しか検索で きず，605件 に も及

ぶ デ
ー

タの 中 か らmf　f を め く りな が ら必 要 な情 報 を 枦 索

す る こ と に な る ．しか しな が ら ，今 回 の デ
ー

タ ベ ー
ス で

あれ ば，複数 の 場 所 で 複数の 人が 同時 に デ
ー

タ を検索 で

き，キ ーワ
ー

ドを 入 力 す る だ け で 多 くの デ
ー

タ を迅 速 に

全 又検索 で きる た め，検索 ツ
ー

ル と し て は 優 れ て い る と

い うこ とを示 し て い る．また ，実際 に 「質疑 を受け た 際

に デ
ー

タベ
ー一

ス を利 用 し参 考に し た 」 と の 回 答 は 66 ．7 ％

で あ り，「質 xab応答記 録集 の 際 に 参考 に し た 」 との 回答

57．9％ よ りも増加 した．こ の 結 果 よ り，FileMaker を用

い た 質疑応答 デ
ー

タ ベ ー
ス は，質疑応答記録集 よ り検索

性 に 優 れ ，実用性 に お い て も ヒ1冂1っ て い る こ とが わ か っ

た．　 ・
方で ，「今後 も月に 1 回の 質疑 応 答記録 の 回覧冊

子 （紙媒体）も必 要 で あ る 1 との 回 答 は 88．9％ を 占め た．

こ れ は，紙媒体 に よ る情報 は ，特 定 の キー一ワ ードを設 定

しな くて も内容 を 閲覧 で き，網羅的 に 過 去 の Q ＆A を把

握 で きる な ど の 利 点 をも っ て お り，最新 の 情報 を掟供す

る 際 は データ ベ ース の み の 情轍発信 で は な く，冊 予 に よ

る 梢諏発信 も並行 して 行 っ た ほ うが 利用者 に と っ て は 良

い こ と を示唆 して い る ，

　医 師 ，看 1，隻師，薬剤 師 を対象 と した 質疑応答 デ
ー

タ

ベ ー
ス に 関 す る ア ン ケ

ー
ト調査 で は ，「操作性」，「画面

の 見 や す さ」，「検索速度」，1検素頻度」，「実用性」 の す

べ て の 項 目 で p ＞ 0．05 とな り，職種間 に よ る 意 見の 有 意

差 は な か っ た．「操作性」 に つ い て は，「使用 し に くい 」

な どの 意見 もあ り，ボ タ ン の 横 に そ の 説明 を 加 え る こ と

や，回 答欄 の フ ォ ン ト を大 き く し，太 字 や 棒 線 な ど を つ
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け て メ リ ハ リの あ る 文 剃 こす る な どレ イ ア ウ トを⊥ 夫す

る 必袈が あ る と考 え られ た．1実 用 性」につ い て は，「欲

しい デ ータ を 引 き出 す こ とが で きな か っ た 」 と い う回 答

も少 な く なか っ た が，デ
ー

タ 糺 教が 増 え れ ば改善 され て

い く と思 わ れ る，デ
ー

タ 数 を増 や す た め に は ，現 在行っ

て い る DI 以外 に 各々 の 薬剤師 に 寄 せ られ た 質疑応↑内

容 や ，メ
ー

カ
ーt が 提供 して い る Q ＆A の 人力 を継続す

る こ と以 外 に も，今後 は ，蓄積 さ れ た 質 問 事項 の 傾向 を

刀 析 し，想定 され る Q＆A の 入 tJを今後 は 行 うな ど 多角

的視点 か ら の 悄 報収集が 必要 で あ る と考 え ら れ る．ま

た，類似 の 表現 や 簡略表現 を あ らか じめ キー
ワ
ード欄 に

入力す る こ とで ，よ りノ イ ズ が 少 な く効率的 な 検索 を可

能 と し た．「検索頻度 」は，す べ て の 職 種 で 3 を F回 り．

「今 ま で 数 回 だ け しか 使 用 して い な い 1 と い う 回 答 も 多

か っ た．こ れ は，閲覧 で き る 端 末 が 少 な い と い う点 と 運

用開始段 階の た め 認知 度 が 低 か っ た 点が 大 き い と考え ら

れ る．また，薬剤師は 毎月の 質迂 応答記 録 を 回 覧 して い

る が ，医師
・
看
一
蔓師は デ ータ 内容 を把 握 して い な い た め

データ ベ
ー

ス 検索 よ り亀 話 連 絡 に よ る 頁 疑 の ほ うが H
±
．い

と考 え，検索頻 度 が 低 か っ た の で は な い か と 思 わ れ た ．

検索頻度 を 上 げ る た め に は ，閲覧端末 を 増 や す と 同時

に，今後 もデ
ー

タ ベ ー
ス の PR と して ，現在 DI 業 務 と

して 行 っ て い る 匹薬宀凸情報紙 へ の 質疑 応 答 L、己録内容 の 掲

載 を継続 し，病棟常 駐 薬剤師が 病 練 で 質疑 を受 け た 際 に

積極的 に 使用 し，有用性 を ア ピール す る こ とが 必 要で あ

る ，ま た，院内の イ ン タ
ーネ ッ ト掲示板 に 定期 的 に デ

ー

タベ ー
ス の 利用方法 に つ い て の 掲示 を行 う こ と气 薬局 と

同様 に他部署 に 向けて も 月刊誌 と して 配 布す る こ と も重

要で あ る と考え ら れ た ．医師で は 85．0％ ，看護帥，薬剤

師で は 全 員 が 今 後 も本 デ
ータベ ース を活 用 した い と考 え

て お り，医 師 で は 80．0％，看i釦 llで は 82，6％ ，薬剤 師 で

は 94．5％ が 質疑応答デ
ー

タベ ース を有用 性 が あ る と評

価 した こ とで 薬 局 の み な ら ず 病 棟 に お い て も医 師 ，看 護

師，薬剤師が データベ ース を活 用 し，情報 を共有す る こ

とが で きた と私論 で きる ，

　質疑応答デ
ー

タ ベ ー
ス の 改 善す べ き課 題 と し て は ，回

答者が DI 担当者 1名 で あ りデ
ータ糺激 が 605件 と デ

ー

タベ ー
ス と して は 少な い こ と，適 正 な 回答 や 解説 で あ る

か を他 の 薬 剤 師 に よ る評価 を行 っ て い な い こ と，また，

過 去 の 情報の 更新，再評価 をす る 期 間 奈の 基 準 を設 け て

い な い こ とが 挙げ られ る，デ
ー

タ総数，適 正 な 回 若，解

説の 評fllli　c：関 して は，　 DI 担当者を 2 名の 兼任体制 に で

きれ ば ，現 状 よ り改 善 で き る の で は な い か と 考 え て い

る．また ，過去の 情報の 更新に つ い て は，変更が 発 生 し

た 時点 で 再 評 価 す る な ど今後検討 して い く必 要 が あ る．

　 こ れ ま で に，疑 義照 会 デ ー一タ ベ ー
ス 構築 と 運 用 の 赧告

6，

は あ る が ，質疑応答 デ ータ ベ ース 構条と運 用 の 報告 に比

べ る と数 は 少 な い ．こ れ は，疑 峩 照 会デ
ー

タベ ース の 構

N 工工
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築 は 薬 剤 師全員 の 業 務 とな り，パ ソ コ ン に 不慣 れ で あ る

と時 間 が か か る と 敬 遠 さ れ る傾 向 が 高 い た め で あ る と 考

え ら れ る ，実 際 に ，当院 で も手書 きの 疑義照会記録 に 慣

れ て い た た め ，「人 力速 度 」 に お い て は 遅 く な っ た と い

う低い 評 価 に な っ た ，しか しな が ら，前年度 2006 年 10

月 か ら 2007 年 1 月 の 紙媒体 の 記録法 に お け る 疑義照 会

件数 2〔〕1件 に 対 し，同時期 の 2007 年 10月 か ら 2008 年

1 月 の 疑 義 照 会 デ
ー

タ ベ ー
ス に よ る 疑 義 照 会 件 数 は 227

件 と 12，9 ％ 増 え て お り
，

デ
ー

タ ベ
ー

ス 化 す る こ と の メ

リ ッ トか ら 疑義照会記録 に 積極的 に な っ た薬剤師 も若干

い た と考 え られ る ．ま た，疑義 照 会記 録 の デ
ー

タ ベ ー
ス

化 に つ い て は
，
61．1％ の 者 が 有用 で あ る との 高い 評価 を

得 る こ とが で きた，こ の 結果 よ り，疑義照会 デ
ー

タ ベ ー

ス は 常時起 動 し て い る 病院内 の オ
ー

ダ リ ン グ 端末 か ら 入

力 で き る た め，容易 に 業務 の
一一

部 と して 受け 入 れ る こ と

が で き た と考 え ら れ た，しか し，「薬局内 の み で 情報 を

共有す る な ら パ ソ コ ン に 入力 しな くて も手書 きで 十分 で

あ る 」 との 意 見 もあ り，パ ソ コ ン 入 力 に あ ま り慣 れ て い

な い 薬剤師は手書 きの ほ うが 早 く記載で き，現 状 の 紙媒

体 の 記 録 で i分 で あ る と考え て い る こ とが 示唆 さ れ た．

ま た ，
」
卜数以 上 の 人 が 「疑 義照 会 内 容 を検 索 した こ とが

あ る」 とい う結果 が得ら れ た．今後件数が 増 えて い くこ

とを考え る と，従来 の 紙媒体 の 記録 を検索 す る の に か

か っ て い た 時間をデ ータ ベ ース に 入 力す る 時 間 に 費 や す

こ とが で きれ ば，記録 を電 子媒体で 保存で きる疑義照 会

記録 の デ
ー

タ ベ ー
ス 化 は 有 用 性 が 高 い と思 わ れ た．従来

は 薬局 の 実績 と して 疑義 照 会件数 を照 会分 類 ・照 会事項

別 に紙媒体 の 記録 か ら Excel に 入 力 し て い た が，デ ータ

ベ ー
ス を導入 した こ と で ，入力時間を省略 で きる と同時

に リ ア ル タ イ ム で 疑義照会件数 を照 会分 類 ・照 会事項 別

に 把握す る こ と が 冂f能 と な り， DI 業務 の 軽減 に 繋 が っ

た，ま た，疑義照会内容 の 検索 を した 理 由 と して ，「問

い 合 わ せ に 回答 す る た め 」 との 回 答 が あ り，こ の こ と は

疑義照会 データベ ース も質疑応答す る 際 の ッ
ー

ル と して

利用 され た こ とが あ る とい うこ と を 表 して い る．現段階

で は疑義照会 デ
ー

タ ベ ー
ス は，医師，看護 師等 の 他部署

の 者 は 閲覧で きな い が，多 くの 医師，看護 師が公開 して

ほ しい とい う結果 が 得 ら れ た．ま た，「リ ス クマ ネージ

メ ン トの 面で は 公開 して ほ しい 」と い う意見も得ら れ，

今後 は 全 部署で の 疑 義照 会 デ ータベ ース の 公 開 も試 み た

い と考 えて い る．そ の 意味 で は，医師，看護師等か ら薬

剤師へ 向け ら れ た質疑応答記録と薬剤師か ら医師へ 向け

た 疑義照会記録 を ひ とつ の 質疑記録 デ ータベ ース と し

て ，病院令体に 公開 で きる ように構築 し た 意義 は 大 き

く，薬剤師の 職能を ア ピー
ル す る こ とが で きる新 た な 試

み と い え よ う．

　本研究 に よ り，医師 ・看護師 ・薬剤師間 で医療現場 に

医 療 薬学 Vol．34，N 。 ，12（2008）

お い て ，繰 り返 し必要 と さ れ る 実用性 の 高 い 医薬品情報

で あ る 質疑 応 答記録 内 容 の 情報 を 共有 す る こ と は，医

師
・
看護師

・
薬剤師が と も に 必要 と し有用 で あ る こ と が

わ か っ た．医 師，看護師 に よ る 質疑 は 全質疑 の 半数以 上

を 占め て お り，そ の 応答内容 を 医師 ， 看護師が 自 ら検索

し閲覧す る こ とは ，電話応答等 の 受動的 な医薬品情報提

供の 減少 に 繋 が り，データ ベ ー
ス を 介 した 能動的 な医薬

晶 情 報 提 供 の 新 しい ス タ イル に な り う る こ とが 示唆 さ れ

た．疑義照 会 デ
ー

タ ベ ース は，薬剤師 に 過去 の 記録の 検

索や 質疑す る際の 回 答 に活用 さ れ，デ ータベ ース 化 した

こ と が 有 用 で あ る こ と が わ か っ た．ま た，医 師，看護 師

が 疑義照会 デ ータ ベ ース の 公開を望 ん で お り，今後，医

師，看護師 に も公開可能な環境 を構築す る必 要が あ る と

考 え ら れ た ．本 研 究 で 要 した 費用 は ，既 存 の 汎 用 パ ソ コ

ン を サ ーバ と し て 使用 し た た め ，FileMake 調 Pro　8．5 の

ソ フ トウ ェ ア価格 の み で あ り，同時 ア クセ ス 数 の 制 限 は

あ る が ，院内 LAN が 組 まれ て い る病 院 で あ れ ば 低 予 算

で シ ス テ ム が 構築 で き る こ と もわ か っ た ．今後 は 今 回 の

評価 を病院側 に 提出 し，FileMake漕 Server（フ ア イ ル メ
ー

カ
ー

（株 ））の 導 入 を依頼 し，院内すべ て の オ
ー

ダ リ ン グ端

末 270 台 を 対象 と し て 本格 的 に 運用す る 予定 で あ る．ま

た，将来的な構想 と して は，さらな る デ
ー

タ 蓄積および

シ ス テ ム の 充実
・
改良 を重 ね，他病院 と連携 を 図 り質疑

応 答 デ
ータベ ース の 共有 を試 み た い と考え て い る ．
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